
（仮称）蓮田ＳＡスマートＩＣ地区協議会会議録（第２回） 

 

平成２２年３月３０日（火） 

１０時から１０時５０分まで 

蓮田市図書館 視聴覚ホール 

 

 

 

 

１ 開    会  

 

 

２ 市長あいさつ  

 

 

３ 会議出席者の紹介  

    

  

４ 協議事項 

 

 （１）事業の進捗状況及び今後の予定について 

    事務局説明 → 資料－１に基づき、スマートＩＣ整備事業の進捗状況及び今後の予定

について説明。 

      → 参考資料－１に基づき、ＳＡ近隣の交通安全対策について説明。 

 

  質問・意見等 

  地元委員から 

   → 県道蓮田白岡久喜線の渋滞は、椿山橋北側の交差点改良が進んでいないことが大きな

要因なので、地元自治会としては、交差点改良工事の早期完了をお願いしたいが、わか

る範囲で今後の整備予定を伺いたい。 

 

 

 

  事務局 

   → 今年度、測量を実施していると伺っております。また、平成２２年度からは用地買収

に着手すると伺っておりますが、相手方もいますのでどの程度時間が掛かるかは、現時

点ではお答えできない状況です。市といたしましても、早期完了に向け、埼玉県杉戸県

土整備事務所にお願いしてまいります。 

 

    結論 → （１）について、確認。 



 

    

 （２）スマートＩＣの名称（案）について 

  事務局説明 → 資料－２に基づき、説明。 

          事務局案として、「蓮田スマートインターチェンジ」を提案 

質問・意見 → 特になし。 

 

    結論 → （２）本地区協議会としては、標識検討委員会へ、「蓮田スマートインターチ

ェンジ」を名称案として提案することを確認。 

 

 

 （３）その他 

    事務局から  

→ 会議終了後の会議資料の公開、会議録の公開について 

       会議の透明性、また、広く住民の皆様にお知らせするため、会議終了後に、市の

ホームページで会議資料の公開、会議録の公開を実施したいのでご了解をお願いし

ます。 

       なお、この会議の性質上、計画段階の事項、未確定事項、行政、企業等の機密事

項等については、公開はいたしません。 

       公開にあたっては、委員の皆様に持ち回りにて、ご了解をいただいた後に公開い

たします。 

 

    結論 → （３）ついて、確認。 

 

 

    地元企業から 

          → 先ほど質問のあった、県道蓮田白岡久喜線の椿山橋交差点北側の整備

の際に、歩道の設置はされる予定ですか。 

 

    事務局   → 椿山橋南側については、既に両側に歩道を設置するかたちで整備が終

了しておりますが、この道路は、昭和３８年に都市計画道路として計画

決定されております。ご指摘の箇所は、県道兼都市計画道路でございま

して、椿山橋北側につきましても、歩道は設置される予定ですが、設置

にあたっては、歩行者流動を考慮し片側（住宅地側）歩道の検討も行っ

ていると伺っております。 

 

    地元委員から 

          → 今、お話のあった区間が整備されれば、市道 1332、1333号線への通

過交通の流入もなくなると思うので、早期に整備をお願いしたい。 

            また、高速道路側に歩道の設置を検討する場合は、道路法面を活用し



たやぐら式の歩道など構造的に工夫をお願いしたいと考えていますが、

いかがでしょうか。 

 

     杉戸県土整備事務所 

          → 事務所で、担当部署に相談してみます。 

 

 

５ 閉   会   

 

 

 

 


